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1. JICAが取り組むFVC構築支援 

 

出典：農林水産省資料より抜粋 

JICAが実施する経済協力は政府が掲げるグローバル・フードバリューチェーン戦略に
も位置づけられ、かつ民間連携事業は日本の食産業の海外展開支援にも資する。 

技術協力、無償資
金協力、円借款 

民間連携事業 



JICAの中小企業支援事業実績① 

・実施期間：2012年度より開始し、2017年度で6年目 
・述べ採択数：603件（2017年4月採択分まで） 
 

採択件数中の農業案
件（％）： 

7.6% 12.7% 22.4% 30.2% 28.8% 21.8% 



JICAの中小企業支援事業実績② 

・国別採択状況：毎年約6割は東南アジア地域での案件を採択 
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JICAが取り組むFVC構築支援 

・途上国でインフラ整備、投資環境整備が進む中、伝統的な農業から市場志向型の農業
の転換が図られてきており、途上国の市場も従来の「食料の安定確保」のみならず、「品
質の向上、安全性の確保」を求める国が増加している。 

・海外市場を志向する農業開発が進む中、各市場に見合った規格・基準を満たす農産品
の生産・加工・流通が必要となっている。 

・農業セクター依存の高い途上国が多い中、海外を含む市場に対し安定供給を実現する
ためにFVCの構築が必要であり、またFVCの中のボトルネックを明らかにし、各段階で然る
べき付加価値がつけられ、生産者等の所得が向上するための仕組みを作る必要がある。 

背景 

・ASEAN各国では、各国事情に合わせたFVC構築に関連するプロジェクトを実施中。 
・ASEAN域内貿易の拡大に向けて、域内動植物検疫等の輸出入関連制度の標準化や、
ASEAN GAP制定等の安全・安心な農産物生産に係る仕組みの導入等、域内共通の課題
解決に向けた目標を掲げている。 

ASEANでの取り組み 




